
地域周産期母子医療センターの認定要件に対する知多半島総合医療センターの状況

○
地域周産期母子医療センターは、ハイリスク分娩等の高度な周産期医療を行うことができる医療機関として都道府県から認定を受けている。
継続的に地域の周産期小児医療を提供しハイリスク分娩に対応している。Ｒ６年４月よりNICUを運用し産後ケアを開始している。

○ 総合周産期母子医療センターである名古屋大学病院や日赤名古屋第一病院や安城更生病院と連携を図っている。

診療科目
産科及び小児科（新生児医療を担当するもの）を有す
るものとし、麻酔科及びその他関連診療科を有するこ
とが望ましい。

○

産科・小児科（新生児医療を担当するもの）、麻酔科を備えている。

（診療科目）
救急科、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、脳神経内科、糖尿病・内分泌内科、小児科、精神科、外科、
整形外科、リウマチ科、脳神経外科、心臓外科、血管外科、泌尿器科、産婦人科、耳鼻いんこう科、眼科、皮膚科、放射線科、
麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、病理診断科

産科を有する場合は、次に掲げる設備を備えることが
望ましい。
① 緊急帝王切開術等の実施に必要な医療機器
② 分娩監視装置
③ 超音波診断装置（カラードップラー機能を有するも
のに限る。）
④ 微量輸液装置
⑤ その他産科医療に必要な設備

○

産科を有し、下記設備を備えている。
① 麻酔器　１台
　 周手術システム（手術・麻酔記録等）
② 分娩監視装置　１１台
③ 超音波診断装置　２台（周産期１台、婦人科１台）
④ 微量輸液装置　５台（NICU２台）
⑤ その他産科医療に必要な設備
   心電図モニター設置

小児科等には新生児病室を有し、次に掲げる設備を備
えるＮＩＣＵを設けることが望ましい。
① 新生児用呼吸循環監視装置
② 新生児用人工換気装置
③ 保育器
④ その他新生児集中治療に必要な設備

○

新生児病室を有し、下記設備をNICUに備えている。
① 新生児用呼吸循環監視装置　３台
② 新生児用人工換気装置　６台
③ 保育器　３台（NICUのみの台数）
④ その他新生児集中治療に必要な設備
    救急蘇生装置　１台
　  経皮的酸素力圧監視装置又は経皮的動脈血酸素飽和度測定装置　５台
　  酸素濃度測定装置　２台
　  光線療法器　５台
　  微量輸液装置　２台

○
小児科医５名配置
　・当直：１名
　・日直（休診日）：１名　の体制を整えている。

○

産科医５名配置
　・当直１名
　・日直（休診日）：１名　の体制を整えている。
麻酔科医（病院内にて７名配置）
　・夜間オンコール：１名
　・日直（休診日）：１名　の体制を整えている。

○

（ア）小児科医５名配置
　　・当直：１名
　　・日直（休診日）：１名　の体制を整えている。
（イ）看護配置はNICU３：１、周産期センター７：１
（ウ）院内に２名
（エ）有資格者なし

連
携
機
能

○ 地域周産期母子医療センターとして、総合周産期母子医療センターからの受け入れやセミオープンシステムを取り入れて連携を行っている。

適否 状況

機
能

地域周産期医療関連施設等からの救急搬送や総合周産期母子医療
センターその他の地域周産期医療関連施設等との連携を図る。

新生児病室については、次に掲げる職員
（ア）２４時間体制で病院内に小児科を担当する医師が勤務して
　　いること。
（イ）各地域周産期母子医療センターにおいて設定した水準の新
　　生児医療を提供するために必要な看護師が適当数勤務してい
　　ること。
（ウ）公認心理師等を配置すること。
（エ）ＮＩＣＵを有する場合は入院児支援コーディネーターを配
　　置することが望ましい。

地域周産期母子医療センターは、総合周産期母子医療センターか
らの戻り搬送の受入れ、オープンシステム・セミオープンシステ
ム等の活用による地域の産婦人科医療機関からの妊産婦の受入
れ、合同症例検討会等の開催等により、総合周産期母子医療セン
ターその他の地域周産期医療関連施設等と連携を図る。

職
員

大項目 項目詳細

産科及び小児科（新生児医療を担当するもの）等を備え、周産期
に係る比較的高度な医療行為を行う。

設備

整
備
内
容

小児科（新生児医療を担当するもの）については、２４時間体制
を確保するために必要な職員

産科を有する場合は、帝王切開術が必要な場合に迅速（おおむね
３０分以内）に手術への対応が可能となるような医師（麻酔科医
を含む。）及びその他の各種職員
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